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10:35-11:05 萬代ゼミ  
がまだしてきたばい〜熊本ボランティア〜 

 

11:10-11:40 高田（豊）ゼミ 
遊びを通した子どもの支援 

 
〜 

13:35-14:05 谷口ゼミ 
今日までそして明日から 

 

とき 2019.12.15  ところ 関西福祉大学A100大講義室 

 

 

 

 

 

 
皆様のお越しを心より歓迎いたします 

関西福祉大学コミュニティアワー実行委員会一同  
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プログラム 

 

9:20-9:50 岡﨑ゼミ 
ニュースポーツの魅力を発信 

9:55-10:25 平林ゼミ 
精神障害者と私達何が違うの？ 

2019

年度 

精神障害者に対して勝手な偏見を抱いてはい

ませんか？健常者と障害者の間に溝を作って

いるのは私達なのではないでしょうか。私たち

のゼミは精神障害について知ってもらうととも

に障害者の方との関わり方を中心に報告します。 

 発行責任者：谷川和昭・萬代由希子・平林恵美 〒678-0255 兵庫県赤穂市新田 380-3 関西福祉大学
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ホームページ：http:// 

地域づくりと世代間交流をさらに加速する

ことを目的に、「スポーツクラブ 21」と力を

合わせてニュースポーツ「ラッキーストライク」

を開発しました。実際のプレー姿を紹介し、

ニュースポーツが持つ魅力を発信します。 

12:20-12:50 八木ゼミ 
児童虐待から社会の連携を考える 

 
私たちは熊本県熊本市、益城町、嘉島町、御

船町を訪問し、高齢者や障害者、児童といっ

た幅広い分野・年代の方々の心のケアを行

い、また、被災者一人ひとりに寄り添い支え

合う地域支援活動を目的として活動しました。 

開会 9：10 閉会 14：50 

受付 9：00～ 
 
どなたさまでも 
ご参加いただけます 
 
参加費無料 

 

 

7組は、僅か 3歳で人生を終えた最重度の心身

障害児との今日までの交流の軌跡を振り返

るとともに、姫路城大天守への登城支援を通

じ、諦めていた夢の実現が最重度障害者と

私たちの明日を照らすものについて考えます。 

高田ゼミでは、子どもと家庭の課題の解決に

取り組んでいます。前期は、子どもの支援現場

を見学し、様々な課題の発見を行いました。

後期は、それらに基づき児童養護施設で子ども

の健全発達のためのプログラムを行いました。 

私たちは多くの団体と共に活動してきまし

た。認知症支援・ホームレス支援・フードバンク

etc. 地域には様々な人がいることに気付か

されました。地域の“つながり”に着目し、

この 1 年で感じたことや学びを発表します。 

14:10-14:40 谷川ゼミ 
10 人で届ける地域まるごと学び旅 

「虐待死」が連日マスコミで報道されていま

す。なぜ、子どもが「虐待死」に至るかをゼミ

のメインテーマにしました。その社会的連携

を「子ども支援セミナー」で報告。後期は

「かたりば。」で高校生らとも交流しました！！ 

溝端ゼミは、毎週日曜日に上郡の山上限界

集落へ行き、「移動スーパー｣「ふれあい活

動｣を行っています。また、知的障害のある人

たちとゼミ活動を通して交流を深め、インク

ルーシブなあり方について考えています。 

 

12:55-13:25 溝端ゼミ 
とびだせ！ ゆかいな溝端ゼミ 

  


